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スマホプランS

スマホプランM

スマホプランL

ウルトラ
ギガモンスター＋

月
額
料
金

データ容量2GB

6GB

14GB

50GB＋ギガ使い放題
ミニモンスター

使った分だけ（～50GB）

顧客ニーズに合わせ、ダブルブランドでサービスを展開

当社料金プランについて



4ユーザニーズの変化

スマホでは大容量プランのニーズが増大
（SNSや動画視聴等の利用拡大）

Game

SNS

Music

Video
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動画・SNSをストレスフリーで利用できる
ゼロ・レーティングサービスを提供開始

（2018年9月に開始）

ゼロ・レーティングサービスの提供

※2019年4月7日まで、国内利用の全データが
使い放題となるキャンペーンを実施中



6コンテンツ選定の考え方

動画 SNS

• ゼロ・レーティングの対応に必要な技術的条件、運用体制を確保できること
• 違法コンテンツ等を取り扱うサイトでないこと

ユーザニーズやビジネス観点で対象コンテンツを選定
今後、CPやユーザのニーズに応じてコンテンツを拡大予定

【コンテンツ選定条件】



7対象サービス判定の仕組み

対象CPから必要な情報（識別子※）を取得し
該当料金プラン加入ユーザの該当データのみ非課金処理を実施

構成員限り



8該当プラン加入ユーザからの同意取得

通信の秘密に関する同意
（サービス加入時）

対象サービスかどうかを識別するため、
通信の秘密に関する個別同意を取得

※契約受付システム画面

同意



9【参考】ユーザへの情報提供

※ソフトバンクWEB

課金対象CPに関するお知らせ

対象コンテンツのうち非課金となる条件について情報提供

※提供条件書



10【参考】米国におけるサービス事例

米国では通信品質や速度制限の条件が異なる
『Unlimitedプラン』が存在
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「Go Unlimited」 「Beyond Unlimited」

• HD品質
• 15GBまで高速テザリング
• データ使用量22GB超で、

速度制限

• DVD品質
• テザリング600kbpsまで
• データの使用量にかかわら

ず速度制限

「above Unlimited」

• HD品質
• 20GBまで高速テザリング
• データ使用量75GB超で、

速度制限

Verizon Sprint AT&T

※速度制限は混雑時のみ
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12トラヒックのトレンド

トラヒックは2030年に向け、飛躍的に増大

2018年 2030年
新技術等を活用し、

増大するトラヒックに対応

Gbps
トラヒック予測

5G普及・IoTのリッチ化等により
トラヒックは上振れ

(固定通信のトラヒック量と近似)
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5G新周波数

2016 2017 2018 2019

10xMAX 1.7xMAX

D-MIMO

1.8xMAX

5Gサービスイン

UL MU-MIMO

MAX2.1xセル容量

15xMAX

Massive MIMO DL MU-MIMO Massive MIMO 2.0

ネットワークを段階的に高度化

増大するトラヒックに対応

トラヒック増への対策

2020
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AI

I oT

超・映像体験

スマートカー
/ロボット

超高速
（eMBB）

超低遅延
（URLLC）

多数同時接続
（mMTC）

５Gの技術要件

5G・IoT時代において、ネットワークの品質が
高度化・多様化
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スライシング技術等を用い、用途別・サービス品質別に
最適なネットワークを提供

（例：自動運転や遠隔医療サービスへの活用等）

将来的に想定されるサービス提供形態①
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NFVSDN

大容量化ネットワーク

仮想化ネットワーク

サービス要件に応じユーザが
NW-APIをコントロール

B2B2C
NW-API公開
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

各産業・企業・サービスプロバイダの
ECOシステム構築を促進

将来的に想定されるサービス提供形態②

お客様自らが必要な機能・品質をコントロールできる
柔軟なネットワーク運用が可能に
（機能・品質に応じた価格設定等の余地）
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技術の進展（品質のバリエーション）やトラヒック増に対応した
多様なビジネスモデル（費用負担の在り方等）が有り得る

ビジネスモデルの多様化（コスト負担の在り方）

情報
通信

医療家電金融製造公共
インフラ

コンテンツ（大容量・多様化）

通信ネットワーク

物流
運送

建設
不動産

モビリティ 小売 農業

各産業（IoTを活用する新たな顧客層）

①

②

③

エンドユーザ（情報端末等）

①エンドユーザへの課金
②CP等への課金
③法人（BtoBtoCモデル）への課金 等

【想定されるコスト負担方法例】
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19まとめ

• 「通信の秘密の保護」や「利用者への情報提供」への十分な
配慮を前提に、イノベーションの促進を阻害しない「中立性」の
在り方を要望

• 具体的には、技術の進展等に対応した多様なビジネスモデルが
許容されることが重要

⁃ 多様なサービスバリエーション（速度・遅延の度合い等）と
その性質に応じた料金設定

⁃ ゼロ・レーティング

⁃ ネットワークコストの回収手法（コスト負担方法）の多様化 等




